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 １  次の電気回路に関する問いに答えなさい。（配点 100 点） 

 
問１ 図１の回路において，スイッチ S を開いたとき，端子間電圧は V であった。S を閉じた際

に，R5に流れる電流 I をテブナンの定理を用いて求めるとき，以下の問いに答えなさい。 
（１）スイッチ S 開放時，端子 𝑎𝑏 間の電圧 Vabを答えなさい。 
（２）電源を除去した受動回路を端子 𝑎𝑏 間から見た合成抵抗 Rabを答えなさい。 
（３）テブナンの等価回路を示し，R5に流れる電流 I を回路中に示された記号のみで答えなさ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 図２の回路において，𝐼 ̇  , 𝐼  ̇  , 𝐸  ̇ , 𝑉  ̇  ,電源からの供給電力 𝑃 をそれぞれ求めよ。ただし，

相回転は 𝑎 → 𝑏 → 𝑐 であり，電圧の大きさは同じで，𝐸 ̇ = 6[V] , 𝑍̇ = 3 − 𝑗3[Ω]とする。 
 

 
 
  

図１ 
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 ２  次の電気磁気学に関する問いに答えなさい。（配点 100 点） 

 
問１ 図３のように，内球が接地された同心球型のコンデンサについて考える。内球の半径を 𝑎，

外球殻の半径を 3𝑎 とした場合，外球殻を電荷量 𝑄 で帯電させると静電誘導によって内球表

面が −𝑞 に帯電した。場は真空中かつ真空の誘電率を 𝜀  とし，外球殻の厚みは無視する。こ

のとき，以下の問いに答えなさい。 
（１）中心からの距離を 𝑟 として，電界強度 𝐸(𝑟) を求めよ。ただし，𝐸(𝑟) は半径方向外向きを

正とする。 
（２）内球及び無限遠のどちらを基準電位としても 𝑉(3𝑎) が等しくなることを用いて，𝑞 を 𝑄 

の関数として表せ。 
（３）系全体の静電容量 𝐶 を求めよ。 

 
 
 
 
 

問２ 図４のように，𝑥𝑦 平面上の無限長往復線路について考える。導体の半径を 𝑟 ，導体間の中

心距離を 𝑑 ，電流 𝐼 が図中に示す向きに流れるとして以下の問いに答えなさい。ただし，場

は真空中であり，真空の透磁率を 𝜇  として計算すること。 
（１）導体間 (𝑟 < 𝑥 < 𝑑 − 𝑟) の磁束密度 𝐵(𝑥) を求めよ。 
（２）導体間に単位長さ当たりに鎖交する磁束 𝛷 を求めよ。 
（３）単位長さ当たりの自己インダクタンス 𝐿 を求めよ。 
（４）𝑑 = 4.1[m]，𝑟 = 4[mm] として， 𝐿[μH/m] の値を計算せよ。ただし，次に示す数値を用

いてよい。𝜇 = 4𝜋 × 10  [H/m]， ln 2 = 0.7。 
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